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二
神
家
を
中
心
と
す
る
二
神
島
の
調
査
・
研
究
（
写
真
1
・
2
）
は
、
す
で
に
財
団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
時

代
か
ら
着
手
さ
れ
て
お
り
、
本
研
究
所
が
神
奈
川
大
学
に
移
管
さ
れ
た
一
九
八
二
年
以
降
も
断
続
的
に
行
わ
れ
て
き

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
二
神
島
の
調
査
・
研
究
を
総
括
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
財
団
法
人
時
代
の
活
動
の

内
容
か
ら
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
九
二
一
年
に
渋
沢
敬
三
が
創
設
し
た
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
ソ
サ
エ
テ
ィ
か
ら
始
ま
る
本
研
究
所

の
長
い
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
時
期
的
に
は
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
時
代
、
財
団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究

所
時
代
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
時
代
の
三
つ
に
大
き
く
区
分
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
二
神
島
に
関
す
る

調
査
・
研
究
は
、
財
団
法
人
時
代
と
神
奈
川
大
学
時
代
の
二
つ
の
時
期
に
お
い
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で

は
神
奈
川
大
学
へ
招
致
さ
れ
た
一
九
八
二
年
を
境
に
財
団
法
人
時
代
の
活
動
と
、
そ
れ
以
後
の
神
奈
川
大
学
時
代
の
活

動
に
分
け
て
記
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
さ
ら
に
、
神
奈
川
大
学
時
代
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
内
容
と
性
格
か
ら

Ⅰ
期
、
Ⅱ
期
、
Ⅲ
期
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
こ
の
区
分
に
応
じ
て
解
説
を
加
え
て
い
く
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
一
連
の
活
動
を
時
系
列
的
に
把
握
す
る
た
め
各
時
期
ご
と
の
事
業
の
内
容
を
列
記
す
る
こ
と
に
す

る
。
な
お
、
そ
の
際
登
場
す
る
人
物
の
所
属
や
肩
書
は
当
時
の
も
の
を
記
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
そ
の
場
合
、
参
加
者
や
関
与
者
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
本
研
究
所
の
所
員
・
職
員
の
名
前
を
銘
記

す
る
に
と
ど
め
た
。
数
十
回
に
及
ぶ
調
査
や
研
究
所
で
の
諸
作
業
に
は
、
神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究

科
の
院
生
を
始
め
、
他
研
究
科
院
生
、
他
学
部
生
の
参
加
を
仰
い
だ
が
、
そ
の
延
人
数
は
数
百
人
に
も
及
ぶ
。
ま
た
、

現
地
調
査
に
際
し
て
は
、
資
料
所
蔵
者
や
島
民
の
皆
様
、
常
に
調
査
の
案
内
役
を
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
二
神
島
出
身
の

豊
田
渉
氏
、
さ
ら
に
は
、
二
神
家
系
譜
研
究
会
の
方
々
、
瀬
戸
内
海
に
関
す
る
歴
史
研
究
者
や
各
機
関
の
関
係
者
か
ら

瀬
戸
内
海
二
神
島
を
中
心
と
す
る

日
本
常
民
文
化
研
究
所
の
調
査
・
研
究
の
軌
跡

写真 1　二神島全景（愛媛県松山市　撮影／香月洋一郎）
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も
多
大
な
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
。
こ
う
し
た
方
々
の
ご
支
援
、
ご
助
言
が
な
け
れ
ば
、
二
神
島
と
二
神
家
の
調
査
・

研
究
は
決
し
て
推
進
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
最
後
の
部
分
で
は
、
財
団
法
人
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
の
成
果
な
ど
を

す
べ
て
書
き
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
引
用
し
て
い
る
論
稿
も
多
い
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
1
〕
財
団
法
人
時
代
の
活
動
（
一
九
五
〇
年
～
一
九
八
一
年
）

　

一
九
四
二
年
に
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
か
ら
日
本
常
民
文
化
研
究
所
に
名
称
変
更
し
た
本
研
究
所
は
、
一
九
四
九

年
一
〇
月
、
水
産
庁
の
委
託
を
受
け
て
「
漁
業
制
度
資
料
調
査
保
存
事
業
」
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
年
一
二
月

に
は
、
財
団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
当
時
、
研
究
所
員
と
し
て
本
事
業
に
携
わ
っ
た
網
野

善
彦
（
写
真
3
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
事
業
は
東
京
月
島
（
中
央
区
）
の
東
海
区
水
産
研
究
所
の
一
室
で
進
め
ら
れ
た

が
、
漁
業
制
度
改
革
を
内
実
あ
ら
し
め
る
た
め
と
の
名
目
で
、
全
国
各
地
の
漁
村
の
古
文
書
を
借
用
、
寄
贈
な
ど
の
方

法
で
収
集
、
整
理
目
録
等
を
、
刊
行
す
る
業
務
を
推
進
し
、
本
格
的
な
資
料
館
、
文
書
館
を
設
立
し
て
そ
れ
を
永
続
的

な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
目
標
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
古
文
書
返
却
の
旅
』
中
公
新
書
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
。
以

下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
同
書
を
主
た
る
参
考
文
献
と
し
て
い
る
）。

　

当
初
の
計
画
で
は
、
一
応
、
期
間
は
四
年
間
と
さ
れ
、
初
年
度
の
予
算
額
は
一
三
四
万
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
現

在
の
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
と
、
一
億
六
千
万
円
に
相
当
す
る
ほ
ど
の
額
で
あ
る
。
な
お
、
瀬
戸
内
海
に
つ
い
て
は
別

仕
立
て
の
「
瀬
戸
内
海
漁
業
制
度
資
料
調
査
保
存
事
業
」（
初
年
度
予
算
額
六
八
万
円
）
が
推
進
さ
れ
、
宮
本
常
一
が
担

当
し
た
。
こ
れ
は
、「
瀬
戸
内
海
区
は
特
に
問
題
も
多
い
の
で
平
行
的
に
毎
年
之
を
行
い
蒐
集
を
開
始
す
る
こ
と
と
し

た
」
と
い
う
趣
旨
か
ら
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
宇
野
脩
平
「
漁
業
制
度
資
料
保
存
要
項
」
水
産
庁
資
料
整
備
委
員

会
、
一
九
五
〇
年
）。
引
用
文
中
の
「
特
に
問
題
も
多
い
」
と
い
う
の
は
、
当
時
、
お
そ
ら
く
旧
法
か
ら
新
法
へ
と
漁
業

法
が
移
行
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
瀬
戸
内
海
が
特
に
漁
業
紛
争
の
多
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
と
が
関
連
す
る

の
で
あ
ろ
う
。

　

宮
本
は
早
速
、
一
九
五
一
年
一
二
月
一
八
日
に
二
神
島
を
訪
れ
、「
二
神
漁
業
協
同
組
合
文
書
」
と
「
二
神
道
夫
家

文
書
」
を
採
訪
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
で
筆
写
稿
本
「
二
神
漁
業
協
同
組
合
文
書
」
が
作
成
さ
れ
た
（『
私
の
日
本
地

図
』
四　

瀬
戸
内
海
Ⅰ
、
同
友
館
、
一
九
六
八
年
）。
宮
本
の
『
私
の
日
本
地
図
』
四
に
は
、
二
神
島
と
由
利
島
に
関
す

る
記
述
と
二
神
島
の
往
時
の
写
真
も
二
十
四
枚
収
録
さ
れ
て
い
る
。

写真 2　二神家中世文書。近世、近代も含め、その数は 7000 点以上にのぼる
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瀬戸内海二神島を中心とする日本常民文化研究所の調査・研究の軌跡

　

こ
う
し
た
「
漁
業
制
度
資
料
調
査
保
存
事
業
」
で
二
神
島
が
調
査
対
象
地
と
し
て
選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
網

野
の
言
を
借
り
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
戦
前
以
来
の
日
本
常
民
文
化
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
伊
豆
川
浅
吉
が

水
産
庁
か
ら
「
共
同
漁
業
権
の
性
格
に
関
す
る
研
究
」
を
委
嘱
さ
れ
、
そ
の
課
題
を
遂
行
す
る
上
で
二
神
島
が
そ
の
一

つ
と
し
て
選
ば
れ
た
た
め
、
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
四
年
八
月
二
一
日
、
月
島
分
室
の
同
僚
で
広

島
文
理
科
大
学
出
身
の
河
岡
武
春
（
写
真
4
）
と
と
も
に
、
網
野
も
こ
の
島
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
る
。
網
野
は
、
二
神

島
が
調
査
地
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
宮
本
が
す
で
に
一
九
五
一
年
一
二
月
一
八
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
の
期
間
の
前

後
に
、
月
島
の
調
査
員
と
し
て
二
神
島
に
入
っ
て
お
り
、
当
時
、
宮
本
を
師
と
仰
い
で
い
た
河
岡
が
そ
の
調
査
の
結
果

を
聞
い
て
い
た
の
で
、
伊
豆
川
が
二
神
島
を
調
査
地
と
決
め
た
の
も
、
河
岡
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
る
。

　

網
野
は
、
こ
の
二
神
島
の
調
査
の
と
き
、「
二
神
道
夫
家
文
書
」
を
借
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
ろ
、
事
業
の

予
算
打
ち
切
り
と
い
っ
た
噂
が
流
れ
て
、
月
島
分
室
の
前
途
に
は
翳
り
が
見
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
河

岡
は
文
書
を
借
用
す
る
こ
と
に
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
く
、
網
野
自
身
も
多
少
の
躊
躇
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
文
書
の

魅
力
に
ひ
か
れ
て
」
中
世
文
書
四
巻
、
近
世
文
書
多
数
を
含
む
文
書
の
借
用
を
二
神
司
朗
・
道
夫
ご
兄
弟
に
申
し
出
た

の
で
あ
る
。
借
用
す
る
こ
と
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、
夏
休
み
で
帰
省
中
で
あ
っ
た
司
朗
氏
の
お
口
添
え
も
あ
っ
て

「
二
神
文
書
」
の
す
べ
て
を
拝
借
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

東
京
の
月
島
分
室
に
戻
っ
た
網
野
は
、「
二
神
文
書
」
の
仮
目
録
、
筆
写
稿
本
「
二
神
道
夫
家
文
書
」
の
作
成
を
急

ぎ
、「
二
神
文
書
」
を
借
用
し
た
翌
一
九
五
五
年
に
水
産
庁
の
予
算
が
打
ち
切
ら
れ
た
後
も
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
し
な

が
ら
、『
共
同
漁
業
権
へ
の
依
存
度
に
関
す
る
調
査
』（
水
産
庁
、
一
九
五
六
年
）
の
「
第
四　

愛
媛
県
温
泉
郡
二
神
島
」

を
河
岡
と
の
連
名
で
執
筆
し
た
（
本
書
に
再
録
）。
一
九
五
七
年
に
は
月
島
分
室
は
完
全
に
消
滅
し
、
研
究
員
が
各
地

か
ら
借
用
し
た
多
く
の
文
書
は
、
当
時
、
研
究
所
の
事
業
を
主
導
さ
れ
て
い
た
宇
野
脩
平
に
託
さ
れ
、
勤
務
先
の
東
京

女
子
大
学
に
一
時
引
き
取
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
に
は
「
二
神
文
書
」
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
五
、
六
年

後
、
中
島
町
誌
編
纂
の
機
会
に
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
島
に
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
と
き
の
実
際
の
移
動
に
は

網
野
は
立
ち
会
う
こ
と
は
で
き
ず
、
返
却
し
た
と
い
う
話
は
宇
野
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
特
別
に

宇
野
に
預
け
て
お
い
た
中
世
文
書
は
返
却
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
世
文
書
と
と
も
に
早
急
に
返
却
し
て
欲
し
い
旨
を
宇
野

に
強
く
依
頼
し
て
い
た
近
世
文
書
の
一
部
は
、
最
終
的
に
は
未
返
却
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

写真 3　月島分室で仕事をする網野善彦写真 4　月島分室で仕事をする河岡武春
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①
一
九
五
〇
年
一
二
月
一
八
日　

宮
本
常
一
が
二
神
島
を
訪
問

「
二
神
漁
業
協
同
組
合
文
書
」
と
「
二
神
道
夫
家
文
書
」
を
採
訪
し
て
い
る
。

②
一
九
五
四
年
八
月
二
一
日　

網
野
善
彦
・
河
岡
武
春
が
二
神
島
を
訪
問

「
漁
業
制
度
資
料
調
査
保
存
事
業
」
の
一
環
と
し
て
訪
問
し
た
も
の
で
あ
る
。

③
一
九
六
八
年
ご
ろ　

宇
野
脩
平
に
よ
り
「
二
神
道
夫
家
文
書
」
の
一
部
返
還

「
二
神
道
夫
家
文
書
」
は
中
島
町
誌
編
纂
を
契
機
と
し
て
返
却
さ
れ
た
が
、
近
世
文
書
の
一
部
が
未
返
却
と
な
り
、
一
九
八
二

年
の
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
発
足
の
と
き
に
発
覚
す
る
。

〔
2
〕
神
奈
川
大
学
時
代
Ⅰ
期
の
活
動
（
一
九
八
二
年
～
一
九
八
五
年
三
月
）

　

こ
の
Ⅰ
期
は
、
常
民
研
が
神
奈
川
大
学
に
招
致
さ
れ
た
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
の
期
間
で
、
借
用
文
書

の
返
却
を
通
し
て
新
た
な
調
査
・
研
究
が
展
開
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
「
二
神
文
書
」
が
返
却
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
た
網
野
は
、
研
究
所
が
神
奈
川
大
学
に
招
致
さ
れ
る
と
き
、

「
二
神
文
書
」
の
一
部
が
未
返
却
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
筆
写
す
べ
き
も
の
を
分
類
し
て
い
た
と
き

に
、
筆
写
必
要
な
し
と
別
置
し
て
い
た
文
書
が
返
却
漏
れ
と
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
直
ち
に
一
九
八
二
年
一
一
月
、

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
研
究
所
に
勤
め
る
田
島
佳
也
を
伴
っ
て
返
却
の
た
め
二
神
島
の
二
神
家
を
訪
問
し
た
。
愛
媛
県

史
編
纂
委
員
で
あ
っ
た
山
内
譲
氏
も
合
流
し
、
三
名
で
二
神
司
朗
氏
に
会
う
こ
と
と
な
っ
た
。
厳
し
い
𠮟
責
を
覚
悟
し

て
い
た
網
野
に
対
し
、
司
朗
氏
は
温
か
く
迎
え
て
く
れ
、
許
し
を
い
た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
、
予
想
も
し
な
い
文
書
寄

託
の
申
し
出
を
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。〝
過
疎
化
〞
の
波
に
襲
わ
れ
る
二
神
島
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
網
野

は
、
伝
来
の
貴
重
な
古
文
書
を
文
化
財
と
し
て
、
ま
た
、
研
究
資
料
と
し
て
確
実
に
保
存
し
た
い
と
い
う
、
司
朗
氏
の

お
気
持
ち
に
で
き
る
限
り
応
え
る
決
心
を
し
た
と
、
当
時
の
申
し
出
を
受
け
た
心
境
を
語
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
寄
託
さ
れ
た
「
二
神
文
書
」
の
す
べ
て
は
、
再
び
東
京
に
向
け
て
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
量
の
多
い

近
世
・
近
代
文
書
は
宿
泊
先
と
し
た
西
野
勇
夫
氏
に
郵
送
を
依
頼
し
、
中
世
文
書
四
巻
、
系
図
四
巻
は
持
参
し
て
帰
京

す
る
手
筈
が
整
え
ら
れ
た
。「
二
神
文
書
」
返
却
の
た
め
の
訪
問
は
、
逆
に
貴
重
な
文
書
を
お
預
か
り
す
る
旅
に
変
じ

る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
訪
問
で
は
、
も
う
一
つ
大
き
な
収
穫
が
あ
っ
た
。
司
朗
氏
が
見
せ
て
く
れ
た
箱
に
は
相
当
量

の
古
銭
が
入
っ
て
お
り
、
中
に
は
、
宋
銭
、
元
銭
、
明
銭
と
寛
永
通
宝
に
混
じ
っ
て
、
か
な
り
の
清
銭
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
、
再
調
査
を
期
し
て
網
野
ら
は
島
を
後
に
し

た
。

写真 5　二神島の民家 図 1　二神島民家の平面図
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そ
し
て
、
翌
一
九
八
三
年
七
月
一
四
日
、
網
野
は
、
先
の
山
内
氏
を
誘
っ
て
古
銭
の
詳
細
な
調
査
と
、
中
世
文
書
及

び
近
世
初
期
の
文
書
に
現
れ
る
小
地
名
を
調
べ
る
た
め
二
神
島
に
赴
い
た
。
こ
の
調
査
で
も
、
司
朗
氏
は
便
宜
を
図
っ

て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、
古
銭
ま
で
研
究
所
に
持
参
し
て
調
査
を
続
け
て
よ
い
と
の
意
向
を
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
二
神
島
と
二
神
家
の
調
査
・
研
究
は
、
神
奈
川
大
学
の
研
究
所
に
受
け
容
れ
ら
れ
、
一
九
八
五
年
八
月
、
網

野
や
田
島
、
神
奈
川
大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授
で
所
員
の
西
和
夫
た
ち
は
、
二
神
島
や
中
島
を
訪
ね
て
調
査
を
実
施

し
た
。
そ
の
調
査
で
は
、
町
役
場
や
松
山
地
方
法
務
局
中
島
出
張
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
帳
簿
類
、
二
神
島
の
漁
業
協

同
組
合
の
文
書
類
を
調
査
し
、
写
真
撮
影
な
ど
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
で
予
備
的
な
調
査
を
行
っ
た
西
は
、
同
年
九
月
一
二
日
か
ら
一
七
日
ま
で
、
建
築
学
科
助
手
津
田
良
樹
を
始
め

多
く
の
院
生
、
学
生
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
二
神
島
の
集
落
と
民
家
の
調
査
に
取
り
か
か
っ
た
。
西
は
そ
の
成
果
を

「
二
神
島
の
集
落
と
民
家
―
集
落
の
空
間
構
成
、
民
家
の
特
色
と
家
に
祀
る
神
々
の
こ
と
な
ど
」（『
歴
史
と
民
俗
』
二
）

と
題
す
る
論
稿
に
ま
と
め
た
。
こ
こ
で
は
、
主
屋
と
隠
居
部
屋
と
な
る
ヘ
ヤ
と
の
間
に
ヒ
ノ
ラ
と
よ
ば
れ
る
中
庭
を
介

し
て
向
き
合
う
中
庭
形
式
と
も
い
う
べ
き
配
置
を
持
つ
民
家
に
二
神
島
の
特
色
を
見
出
し
て
い
る
（
図
1
・
写
真
5
）。

こ
の
斬
新
な
研
究
の
後
、
し
ば
ら
く
研
究
所
に
よ
る
二
神
島
の
調
査
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

④
一
九
八
二
年
一
一
月　

資
料
の
返
却
・
民
家
網
羅
調
査
を
実
施

二
神
司
朗
氏
よ
り
中
世
文
書
寄
託
の
申
し
出
が
あ
り
、
受
託
す
る
。﹇
網
野
・
田
島
佳
也
﹈

⑤
一
九
八
三
年
七
月
一
四
日　

古
銭
、
小
地
名
の
調
査
の
た
め
の
調
査

前
回
一
九
八
二
年
一
一
月
の
調
査
時
に
確
認
し
た
古
銭
と
小
地
名
の
調
査
を
実
施
し
た
。﹇
網
野
・
西
和
夫
・
田
島
﹈

⑥
一
九
八
五
年
八
月　

二
神
島
漁
業
協
同
組
合
文
書
、
中
島
出
張
所
保
管
文
書
の
調
査

中
島
町
役
場
や
松
山
地
方
法
務
局
中
島
出
張
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
帳
簿
類
、
二
神
島
の
漁
業
協
同
組
合
の
文
書
な
ど
を
調

査
し
、
写
真
撮
影
な
ど
を
行
っ
た
。﹇
網
野
・
西
・
田
島
﹈

⑦
一
九
八
五
年
九
月
一
二
日
～
一
七
日　

建
築
史
班
に
よ
る
集
落
、
民
家
の
調
査
を
実
施

前
回
の
予
備
調
査
に
基
づ
き
二
神
島
の
集
落
と
民
家
の
調
査
に
本
格
的
に
取
り
か
か
っ
た
。
こ
の
調
査
は
多
数
の
大
学
院
生

と
学
部
生
た
ち
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
。﹇
西
・
津
田
良
樹
﹈

〔
3
〕
神
奈
川
大
学
時
代
Ⅱ
期
の
活
動
（
一
九
九
四
年
四
月
～
二
〇
〇
七
年
三
月
）

　

Ⅱ
期
は
、
す
べ
て
の
「
二
神
文
書
」
が
神
奈
川
大
学
に
譲
渡
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
調
査
・
研
究
が
新
た
な
段
階
に

入
っ
た
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
至
る
期
間
で
あ
る
。

写真 6　右より二神司朗氏、網野、西和夫（1995 年）
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一
九
八
五
年
九
月
に
建
築
史
班
が
二
神
島
の
民
家
の
調
査
を
実
施
し
て
以
来
、
現
地
調
査
は
し
ば
ら
く
見
送
ら
れ
た

が
、
そ
の
後
、
司
朗
氏
が
上
京
し
て
「
二
神
文
書
」
の
保
管
状
態
を
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
二
神
島
と
の
関
係
は
途
切
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
際
、
司
朗
氏
は
、
網
野
と
当
時
の
所
長
で
あ
っ
た
山
口
徹
と
も
面
会
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
一
九
九
四
年
四
月
、
二
神
島
の
出
身
で
松
山
市
の
牛
淵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
館
長
中
田
和
邦
氏
を
通
じ
て
、
司
朗
氏

が
研
究
所
で
預
か
っ
て
い
る
文
書
の
す
べ
て
を
、
正
式
に
神
奈
川
大
学
に
譲
渡
し
た
い
旨
の
申
し
入
れ
を
な
さ
れ
た
の

を
契
機
に
、
島
と
の
交
流
、
二
神
家
と
二
神
島
の
調
査
は
新
た
な
局
面
に
入
っ
た
。

　

大
学
当
局
は
こ
の
提
案
に
応
ず
る
用
意
を
示
し
た
の
で
、
同
年
四
月
か
ら
所
長
に
就
任
し
た
西
と
網
野
が
、
七
月
一

四
日
及
び
一
〇
月
二
七
日
に
松
山
へ
出
向
き
、
司
朗
氏
と
中
田
氏
と
に
会
っ
て
話
を
つ
め
、「
二
神
文
書
」（
中
世
文
書

四
巻
、
系
図
三
巻
、
近
世
・
近
代
文
書
）
と
古
銭
を
二
神
家
か
ら
研
究
所
に
譲
渡
す
る
手
続
き
を
終
え
た
。
そ
し
て
そ
の

際
、
司
朗
氏
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、「
二
神
家
系
図
」
一
巻
を
二
神
家
に
返
却
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
研
究
所
が

二
神
島
と
二
神
家
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
調
査
を
再
開
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
（
網
野
善
彦
「
二
神
島
の
調
査
に
つ
い

て
」『
歴
史
と
民
俗
』
一
三
）。

　

調
査
・
研
究
の
新
た
な
展
開
は
、「
瀬
戸
内
海
の
総
合
的
研
究
」
と
し
て
、
一
九
九
五
年
三
月
二
八
日
、
二
九
日
の

網
野
、
西
、
研
究
所
職
員
窪
田
涼
子
、
建
築
学
科
大
学
院
生
に
よ
る
予
備
調
査
か
ら
始
ま
っ
た
。
司
朗
氏
の
許
諾
と
、

中
田
氏
の
協
力
を
得
て
、
西
は
二
神
家
の
屋
敷
の
実
測
を
行
い
、
網
野
と
窪
田
は
二
神
家
に
お
い
て
文
書
の
再
調
査
を

実
施
し
た
（
写
真
6
）。
そ
の
結
果
、
新
た
に
近
世
・
近
代
の
文
書
と
帳
簿
が
発
見
さ
れ
た
（
第
二
次
採
訪
文
書
）。
こ

の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
研
究
所
は
同
年
七
月
三
一
日
か
ら
八
月
四
日
ま
で
、
改
め
て
二
神
島
と
二
神
家
、
由
利
島
の
総

合
的
な
調
査
に
取
り
か
か
っ
た
。
新
出
文
書
に
つ
い
て
は
、
関
口
博
巨
を
中
心
に
研
究
所
員
が
現
地
で
一
応
の
整
理
を

行
い
（
関
口
博
巨
「
二
神
家
文
書
の
概
要
調
査
と
整
理
」『
歴
史
と
民
俗
』
一
三
）、
安
養
寺
所
蔵
の
大
般
若
経
に
関
す
る
調

査
は
、
白
水
智
ら
に
よ
っ
て
そ
の
奥
書
の
す
べ
て
を
撮
影
し
た
（
白
水
智
「
二
神
島
安
養
寺
所
蔵　

大
般
若
経
の
奥
書
に

つ
い
て
」『
歴
史
と
民
俗
』
一
三
）。
こ
の
調
査
に
は
、
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
の
大
学
院
生
が
大
勢
参
加
し
、
短
い

期
間
で
仕
事
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
西
は
前
回
に
調
査
で
き
な
か
っ
た
民
家
の
補
充
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
由
利
島
に
残
る
神
社
の
社
殿
を
調

査
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
社
殿
内
部
の
板
壁
に
、
墨
書
で
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
九
月
に
社
殿
を
再
建
し
た
二
神

新
四
郎
種
章
が
自
ら
を
「
庄
官
」
と
署
名
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
（
写
真
7
・
8
）、
そ
こ
に
こ
の
島
に
対
す
る
二

神
氏
の
強
い
意
気
込
み
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
も
建
築
学
科
の
大
学
院
生
が
多
数
加
わ
っ
て
作
業
を

進
め
た
。

写真 7　由利神社写真 8　由利神社社殿内部板壁墨書
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さ
ら
に
、
由
利
島
に
つ
い
て
は
研
究
所
か
ら
の
委
託
と
い
う
形
で
、
鶴
見
大
学
の
大
三
輪
龍
彦
氏
、
河
野
真
知
郎

氏
、
東
国
歴
史
考
古
学
研
究
所
の
田
代
郁
夫
氏
、
奥
寺
宏
之
氏
に
考
古
学
の
立
場
か
ら
の
調
査
を
依
頼
し
た
。
こ
の
考

古
調
査
で
は
、
入
江
の
低
地
の
池
の
中
に
弥
生
時
代
の
土
器
片
を
か
な
り
発
見
し
た
が
、
中
世
末
期
の
焼
物
の
破
片
一

点
だ
け
を
採
取
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
由
利
島
の
本
格
的
な
調
査
は
後
日
を
期
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
が
、
四

氏
は
二
神
家
の
墓
地
を
調
査
し
、
同
家
所
蔵
の
過
去
帳
と
系
図
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
墓
石
に
刻
ま
れ
た

人
々
の
俗
名
を
ほ
ぼ
す
べ
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
墓
地
が
近
世
以
降
の
二
神
家
の
墓
地
で
あ
る
こ
と

が
明
証
さ
れ
た
。
ま
た
、
江
戸
初
期
の
家
型
の
墓
碑
は
、
朝
鮮
半
島
の
そ
れ
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
が
な

さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
基
壇
の
一
部
に
五
輪
塔
の
頭
が
見
え
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
呉
女
子
短
期
大
学
の
吉
村
典
子
氏
が
調
査
に
参
加
さ
れ
、
産
育
の
民
俗
調
査
を
独
自
で
行
わ
れ
た
。
調
査

期
間
中
の
八
月
三
日
に
は
、
ジ
・
ア
ー
ス
主
催
で
「〝
地
域
〞
を
よ
み
な
お
す
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
二
神
島

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
網
野
も
講
演
者
の
一
人
と
し
て
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
総
合
調
査
終
了
後
も
、
研
究
所
で
は

白
水
に
よ
る
二
神
家
伝
来
の
古
銭
の
詳
細
な
調
査
・
点
検
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
は
、「
二
神
家
伝
来
の
古
銭
に
つ
い

て
」（『
歴
史
と
民
俗
』
一
三
）
に
結
実
し
た
。
加
え
て
、
兵
庫
埋
蔵
銭
調
査
会
の
永
井
久
美
男
氏
も
こ
の
古
銭
を
綿
密

に
調
査
し
た
上
で
、「
近
世
銭
貨
の
流
通
―
二
神
家
伝
来
古
銭
の
調
査
を
中
心
と
し
て
」（『
歴
史
と
民
俗
』
一
四
）
に
ま

と
め
ら
れ
た
。

　

一
九
九
六
年
三
月
一
四
日
か
ら
一
六
日
ま
で
、
二
神
家
墓
地
第
一
次
調
査
が
先
の
四
氏
と
東
国
歴
史
考
古
学
研
究
所

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
山
の
斜
面
に
設
け
ら
れ
た
一
つ
の
基
壇
を
整
備
し
た
結
果
、
一
四
世
紀
に
遡
る

か
と
見
ら
れ
る
五
輪
塔
を
始
め
多
く
の
石
塔
、
石
造
物
の
存
在
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
山
の
斜
面
が
、

一
四
、
五
世
紀
か
ら
現
在
に
至
る
二
神
氏
の
墓
所
で
あ
っ
た
と
の
結
論
に
ほ
ぼ
辿
り
つ
い
た
の
で
、
調
査
は
大
き
な
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
今
後
本
格
的
な
発
掘
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
七
年
三
月
一
四
〜
一
八
日
に
は
、
東
国
歴
史
考
古
学
研
究
所
に
委
託

し
二
神
家
墓
地
第
二
次
調
査
を
実
施
し
た
（
写
真
9
）。
そ
の
後
、
二
神
家
墓
地
第
三
次
調
査
の
た
め
、
一
九
九
九
年

一
二
月
一
二
日
〜
一
四
日
の
中
島
町
長
、
教
育
長
、
愛
媛
新
聞
社
な
ど
へ
の
挨
拶
や
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
六
日
の
墓

地
地
権
者
へ
承
諾
を
得
る
た
め
に
岡
山
県
へ
出
張
す
る
な
ど
調
査
の
準
備
を
進
め
、
調
査
は
神
奈
川
大
学
共
同
研
究
奨

励
金
を
一
九
九
九
年
度
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
二
か
年
の
交
付
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
三
月
八
日
〜
二
二
日

に
行
わ
れ
た
二
神
家
墓
地
第
三
次
調
査
の
と
き
に
は
、
紀
伊
國
屋
書
店
に
よ
り
発
掘
の
様
子
を
収
め
る
ビ
デ
オ
「
二
神

島
」
の
撮
影
も
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
三
回
に
わ
た
る
二
神
家
墓
地
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
に

写真 9　二神家墓地調査（1997 年）
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中
島
町
文
化
講
演
会
に
お
い
て
、
ま
た
、
同
年
一
〇
月
に
は
本
研
究
所
の
常
民
研
究
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
間
報

告
会
を
行
っ
た
。
ビ
デ
オ
「
二
神
島
」
の
映
写
会
も
、
二
〇
〇
一
年
二
月
に
神
奈
川
大
学
図
書
館
で
、
二
〇
〇
一
年
三

月
一
六
日
に
は
二
神
島
の
二
神
集
会
所
で
開
催
し
た
。

　

上
記
の
よ
う
な
神
奈
川
大
学
時
代
Ⅱ
期
の
一
連
の
調
査
に
よ
っ
て
、
二
神
島
を
始
め
二
神
家
、
由
利
島
の
歴
史
民
俗

が
か
な
り
明
確
に
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
研
究
所
に
お
い
て
も
、
一
九
九
六
年
一
二
月
一
六
日
か
ら
一
八
日
ま
で

二
泊
三
日
の
合
宿
を
行
う
な
ど
、「
二
神
文
書
」
の
近
世
・
近
代
文
書
の
目
録
の
作
成
を
進
め
た
。
研
究
成
果
の
発
信

に
つ
い
て
も
、
一
九
九
九
年
五
月
三
〇
日
に
関
口
が
「
第
一
回
二
神
島
交
流
会
記
念
講
演
会
」
で
講
演
し
（『
海
の
民　

ふ
た
が
み
』
第
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）、
二
〇
〇
一
年
九
月
に
は
、
橘
川
俊
忠
が
「
二
神
島
調
査
で
し
残
し
た
事
」

と
題
し
、
今
後
の
二
神
に
対
す
る
研
究
所
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
（『
海
の
民　

ふ
た
が
み
』
第
四
号
、
二
〇
〇
二
年

四
月
）
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
後
も
二
〇
〇
二
年
一
月
二
二
日
の
本
研
究
所
で
行
わ
れ
た
関
口
の
「
二

神
家
・
二
神
島
・
由
利
島
」
報
告
、
二
〇
〇
二
年
九
月
一
日
の
二
神
島
交
流
会
に
お
け
る
橘
川
・
関
口
の
「
二
神
司
朗

家
文
書
の
整
理
と
研
究
」
報
告
（『
海
の
民
ふ
た
が
み
』
第
五
号
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）
な
ど
研
究
成
果
の
発
表
を
行
っ
て

い
る
。⑧

一
九
四
四
年
一
〇
月　

二
神
司
朗
氏
の
申
し
出
に
よ
り
二
神
家
文
書
の
寄
贈
受
託

二
神
司
朗
氏
の
申
し
出
に
よ
り
「
二
神
文
書
」
が
譲
渡
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
司
朗
氏
の
希
望
に
よ
り
「
二
神
家
系
図
」
一
巻

を
二
神
家
に
返
却
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
研
究
所
が
二
神
島
と
二
神
家
に
つ
い
て
総
合
的
な
調
査
を
再
開
す
る
こ
と
を
約

束
し
た
。﹇
網
野
・
西
﹈

⑨
一
九
九
五
年
三
月
二
八
日
～
二
九
日　

屋
敷
の
実
測
、
文
書
予
備
調
査
を
実
施

近
世
・
近
代
文
書
お
よ
び
帳
簿
の
調
査
を
進
め
た
（
第
二
次
採
訪
文
書
。
写
真
10
）。
ま
た
、
若
干
の
新
出
文
書
を
発
見
し

た
。﹇
網
野
・
西
・
窪
田
涼
子
﹈

⑩
一
九
九
五
年
七
月
三
一
日
～
八
月
一
日　

二
神
司
朗
家
文
書
と
由
利
島
の
考
古
調
査
を
実
施

第
二
次
採
訪
文
書
現
状
記
録
、
安
養
寺
大
般
若
経
、
由
利
島
等
の
調
査
を
行
っ
た
（
写
真
11
）。
由
利
島
の
社
殿
内
部
の
板
壁

に
「
庄
官
」
の
署
名
が
あ
る
の
を
発
見
す
る
。
ま
た
、
ジ
・
ア
ー
ス
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
網
野
が
講
演
し
た
。﹇
網
野
・

西
・
橘
川
俊
忠
・
田
島
・
田
上
繁
・
窪
田
・
関
口
博
巨
・
白
水
智
・
越
智
信
也
・
岩
田
み
ゆ
き
・
河
野
通
明
・
山
口
徹
・
鶴

見
大
学
・
東
国
歴
史
考
古
学
究
所
﹈

⑪
一
九
九
六
年
三
月
一
四
日
～
一
六
日　

二
神
家
墓
地
第
一
次
調
査
と
第
二
次
採
訪
文
書
の
調
査

墓
地
の
調
査
に
よ
っ
て
一
五
世
紀
の
五
輪
塔
を
始
め
多
数
の
石
塔
・
石
塔
物
が
発
見
さ
れ
た
。﹇
網
野
・
橘
川
・
田
上
・
西
・

窪
田
・
鶴
見
大
学
・
東
国
歴
史
考
古
学
研
究
所
﹈

⑫
一
九
九
六
年
一
一
月
一
六
日
～
一
八
日　

第
二
次
採
訪
文
書
整
理
合
宿
を
実
施

第
二
次
採
訪
文
書
の
整
理
の
た
め
神
奈
川
大
学
野
比
研
修
所
で
合
宿
を
行
い
作
業
を
進
め
た
。﹇
網
野
・
橘
川
・
田
上
・
田

写真 10　第二次採訪文書（1995 年）
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島
・
関
口
・
岩
田
・
田
口
和
子
・
窪
田
﹈

⑬
一
九
九
七
年
三
月
一
四
～
一
八
日　

二
神
家
墓
地
第
二
次
調
査
を
実
施

こ
の
調
査
で
は
中
世
石
塔
が
発
見
さ
れ
た
。﹇
東
国
歴
史
考
古
学
研
究
所
﹈

⑭
一
九
九
九
年
五
月
三
〇
日　

関
口
「
第
一
回
二
神
島
交
流
会
記
念
講
演
会
」
に
て
講
演

二
神
島
集
会
所
で
開
催
さ
れ
た
二
神
交
流
会
で
講
演
を
行
っ
た
（『
海
の
民　

ふ
た
が
み
』
第
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）。

⑮
一
九
九
九
年
一
二
月
一
二
日
～
一
四
日　

調
査
下
見
お
よ
び
中
島
町
長
等
へ
挨
拶
の
た
め
訪
問

挨
拶
の
た
め
中
島
町
長
、
教
育
長
、
愛
媛
新
聞
社
を
訪
問
す
る
。﹇
橘
川
・
田
代
郁
夫
・
窪
田
﹈

⑯
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
六
日　

墓
地
地
権
者
へ
承
諾
を
得
る
た
め
岡
山
県
に
出
張

二
神
氏
遠
縁
の
黒
瀬
氏
（
墓
地
地
権
者
・
岡
山
県
）
宅
ヘ
承
諾
を
得
る
た
め
訪
問
す
る
。﹇
橘
川
・
窪
田
・
二
神
系
譜
研
究

会
﹈

⑰
二
〇
〇
〇
年
一
月
二
〇
日　

神
奈
川
大
学
共
同
研
究
奨
励
助
成
金
に
よ
る
調
査
打
ち
合
せ

本
研
究
所
に
お
い
て
「
伊
予
二
神
島
お
よ
び
二
神
氏
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
申
請
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。﹇
網

野
・
橘
川
・
西
・
田
上
・
鶴
見
大
学
・
東
国
歴
史
考
古
学
研
究
所
・
紀
伊
國
屋
書
店
﹈

⑱
二
〇
〇
〇
年
三
月
八
日
～
二
二
日　

二
神
家
墓
地
第
三
次
調
査
と
ビ
デ
オ
の
撮
影
を
実
施

紀
伊
國
屋
書
店
に
よ
り
ビ
デ
オ
「
二
神
島
」
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。﹇
網
野
・
西
・
橘
川
・
東
国
歴
史
考
古
学
研
究
所
・
鶴
見

大
学
・
紀
伊
國
屋
書
店
﹈

⑲
二
〇
〇
〇
年
九
月　

中
島
町
文
化
講
演
会
「
二
神
墓
地
調
査
か
ら
み
え
て
き
た
も
の
」
を
講
演

考
古
調
査
の
成
果
と
し
て
中
島
町
主
催
中
島
町
文
化
講
演
会
で
講
演
を
行
っ
た
。﹇
橘
川
・
田
代
・
大
三
輪
龍
彦
・
窪
田
﹈

⑳
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
六
日　

常
民
研
究
会
「
二
神
氏
墓
地
遺
跡
発
掘
調
査
中
間
報
告
会
」
に
て
報
告

常
民
研
究
会
に
お
い
て
考
古
調
査
の
成
果
発
表
が
行
わ
れ
た
。﹇
東
国
歴
史
考
古
学
研
究
所
﹈

㉑
二
〇
〇
一
年
二
月
二
四
日　

ビ
デ
オ
「
二
神
島
」
上
映
会
を
開
催

神
奈
川
大
学
図
書
館
に
お
い
て
ビ
デ
オ
の
上
映
会
を
開
催
し
た
。

㉒
二
〇
〇
一
年
三
月
一
四
～
二
〇
日　

二
神
家
墓
地
遺
跡
実
測
調
査
を
実
施

二
神
家
墓
地
調
査
の
補
充
調
査
を
実
施
し
た
。﹇
橘
川
・
西
・
窪
田
・
東
国
歴
史
考
古
学
研
究
所
﹈

㉓
二
〇
〇
一
年
三
月
一
六
日　

ビ
デ
オ
「
二
神
島
」
上
映
会
を
開
催

二
神
島
の
二
神
集
会
所
に
お
い
て
ビ
デ
オ
の
上
映
会
を
行
っ
た
。

㉔
二
〇
〇
一
年
七
月
九
日　

二
神
島
調
査
検
討
会
を
開
催

本
研
究
所
に
お
い
て
今
後
の
二
神
島
調
査
に
つ
い
て
検
討
し
た
。﹇
田
上
・
橘
川
・
窪
田
・
大
三
輪
・
河
野
・
田
代
﹈

㉕
二
〇
〇
一
年
九
月
九
日　

橘
川
「
二
神
氏
学
習
交
流
会
イ
ン
豊
後
森
」
に
参
加

橘
川
が
大
分
県
玖
珠
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
二
神
氏
学
習
交
流
会
イ
ン
豊
後
森
」
に
参
加
し
挨
拶
を
行
っ
た
（『
海
の
民　

ふ
た
が
み
』
第
四
号
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）。

㉖
二
〇
〇
一
年
一
一
月　

平
成
一
四
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
申
請
す
る
も
不
採
択

㉗
二
〇
〇
二
年
一
月
二
二
日　

関
口
「
二
神
家
・
二
神
島
・
由
利
島
」
を
報
告

本
研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
「
二
神
研
究
会
」
で
二
神
島
調
査
の
成
果
を
報
告
し
た
。

㉘
二
〇
〇
二
年
三
月
一
〇
～
一
二
日　

中
島
町
保
管
文
書
お
よ
び
二
神
島
・
由
利
島
考
古
補
充
調
査
を
実
施

写真 11　現地での資料整理（1995 年）
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中
島
で
中
島
町
保
管
文
書
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
由
利
島
の
考
古
補
充
調
査
を
実
施
し
た
。﹇
橘
川
・
田
上
・
田
島
・
福

田
ア
ジ
オ
・
白
水
・
関
口
・
窪
田
・
東
国
歴
史
考
古
学
研
究
所
・
鶴
見
大
学
﹈

㉙
二
〇
〇
二
年
九
月
一
日　
「
二
神
島
交
流
会
」
に
て
「
二
神
司
朗
家
文
書
の
整
理
と
研
究
」
を
報
告

二
神
集
会
所
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
回
二
神
島
交
流
会
」
に
お
い
て
橘
川
・
関
口
が
講
演
し
た
（『
海
の
民
ふ
た
が
み
』
第
五

号
、
二
〇
〇
三
年
）。

〔
4
〕
神
奈
川
大
学
時
代
Ⅲ
期
の
活
動
（
二
〇
〇
七
年
四
月
～
現
在
）

　

こ
の
Ⅲ
期
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
現
在
ま
で
の
期
間
で
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
本
格
的
に
着
手
さ
れ
た
共
同
研
究

「
瀬
戸
内
海
の
歴
史
民
俗
」
の
事
業
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
主
体
と
な
る
。

　

先
の
Ⅱ
期
か
ら
こ
の
Ⅲ
期
ま
で
は
か
な
り
間
隔
が
開
い
た
。
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
五
年
間
に
わ
た
り
、
文
部
科
学
省

か
ら
採
択
さ
れ
た
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
人
類
文
化
研
究
の
た
め
の
非
文
字
資
料
の
体
系
化
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
事
業
に
、
本
研
究
所
な
ど
三
機
関
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
で
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
間
、
研
究
所
に
お
い
て
は
、
二
神
家
文
書
の
整
理
、
写
真
撮
影
、
目
録
作
成
な
ど

の
作
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
Ⅲ
期
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ま
ず
、
二
〇
〇
七
年
六
月
一
三
日
、
近
世
二
神
家
文
書
の
解
読
を
目
的
と
し
て

立
ち
上
げ
た
「
二
神
文
書
研
究
会
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
初
、
こ
の
研
究
会
は
二
神
家
文
書
に
関
心
の
あ
る
数
名
の
参

加
者
に
よ
っ
て
隔
週
で
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
研
究
素
材
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
文
書
群
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

二
神
家
文
書
を
基
礎
に
し
た
二
神
島
の
研
究
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
は
共

同
研
究
「
瀬
戸
内
海
の
歴
史
民
俗
」
が
本
研
究
所
の
正
式
な
共
同
研
究
と
し
て
開
始
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
そ
の
準

備
と
し
て
二
〇
〇
八
年
七
月
二
八
日
に
は
、
二
神
島
関
係
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
会

が
持
た
れ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
九
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
二
神
島
の
現
地
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
文
書

班
が
中
心
と
な
っ
て
二
神
島
漁
業
協
同
組
合
文
書
や
他
家
所
蔵
文
書
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

こ
の
共
同
研
究
「
瀬
戸
内
海
の
歴
史
民
俗
」
は
、
題
名
が
示
す
よ
う
に
歴
史
学
だ
け
で
な
く
、
民
俗
学
、
そ
れ
も
歴

史
学
と
民
俗
学
を
別
々
に
研
究
す
る
の
で
は
な
く
、
単
独
で
は
な
し
え
な
い
研
究
を
歴
史
民
俗
学
と
し
て
追
究
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
加
え
て
、
民
具
学
、
建
築
史
学
、
考
古
学
、
文
化
人
類
学
な
ど
専
門
分
野
の
異
な
る
研
究
者

が
共
同
で
進
め
る
学
際
的
な
研
究
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
九
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
行
わ
れ
た
二
神

島
・
中
島
の
調
査
の
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
が
、
そ
の
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
調
査
に
は
、
佐
野
賢
治
、
田

写真 12　シンポジウム「忽那諸島の歴史を探る」にて講演する関口（2010 年）
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上
繁
、
津
田
、
中
村
政
則
、
森
武
麿
、
福
田
ア
ジ
オ
、
窪
田
な
ど
所
員
・
職
員
が
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
大
学
院
生

と
と
も
に
参
加
し
、
二
神
島
漁
業
協
同
組
合
文
書
や
青
年
団
関
係
文
書
の
写
真
撮
影
作
業
、
青
年
団
に
関
す
る
古
老
か

ら
の
聞
き
書
き
、
民
家
の
調
査
な
ど
学
際
的
な
共
同
調
査
を
内
容
と
し
て
い
る
。
翌
二
〇
一
〇
年
九
月
三
日
か
ら
八
日

ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
た
二
神
島
調
査
に
も
、
佐
野
・
小
熊
誠
・
田
上
・
津
田
・
前
田
禎
彦
・
森
・
安
室
知
・
関
口
・

石
野
律
子
・
窪
田
・
萬
井
良
大
や
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
大
学
院
生
、
建
築
学
科
学
部
生
な
ど
が
参
加
し
て
お
り
、

名
実
と
も
に
学
際
的
な
研
究
を
推
進
す
る
形
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
現
地
調
査
の
傍
ら
、
研
究
成
果
の
一
部
を
中
間
報
告
の
形
で
発
信
す
る
機
会
も
つ
く
ら
れ
た
。
二
〇
一
〇

年
九
月
四
日
に
松
山
市
中
島
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
忽
那
諸
島
の
歴
史
を
探
る
」
に

は
、
関
口
が
講
演
を
（
写
真
12
）、
翌
五
日
に
二
神
島
集
会
場
で
開
か
れ
た
二
神
系
譜
研
究
会
に
は
、
田
上
が
「
二
神

文
書
目
録
と
二
神
氏
関
係
系
譜
史
料
の
紹
介
」
の
報
告
を
、
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
二
神
島
の
現
地
調
査
は
、
二
〇
一
一
年
度
に
は
八
月
二
九
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
と
、
二
〇
一
二
年
三
月

一
二
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
二
度
実
施
し
た
が
（
写
真
13
）、
後
者
の
調
査
に
は
新
た
な
要
素
が
加
わ
っ
た
。
そ
の
調

査
に
は
、
佐
野
・
田
上
・
関
口
・
金
泰
順
・
古
谷
野
洋
子
・
窪
田
・
研
究
所
職
員
越
智
信
也
、
院
生
に
加
え
、
韓
国
か

ら
木
浦
大
学
校
・
姜
鳳
龍
島
嶼
文
化
研
究
院
院
長
、
洪
善
基
同
教
授
、
中
国
か
ら
上
海
海
洋
大
学
・
韓
興
勇
経
済
管
理

学
院
教
授
も
参
加
し
た
。
こ
れ
は
、
本
研
究
所
を
拠
点
と
す
る
文
部
科
学
省
認
定
共
同
研
究
拠
点
・
国
際
常
民
文
化
研

究
機
構
の
学
術
交
流
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
共
同
調
査
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
共
同
研
究
「
瀬
戸
内
海
の
歴
史
民
俗
」

を
進
め
る
二
神
島
お
よ
び
周
辺
の
瀬
戸
内
海
域
の
調
査
は
、
そ
の
後
も
、
二
〇
一
二
年
九
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で
、
二

〇
一
三
年
三
月
二
二
日
か
ら
二
五
日
ま
で
、
二
〇
一
三
年
九
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
ま
で
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
五

日
か
ら
二
八
日
ま
で
と
、
文
書
班
、
墓
石
班
（
写
真
14
）、
木
造
船
班
な
ど
に
よ
っ
て
継
続
し
て
、
毎
年
現
地
調
査
が

実
施
さ
れ
た
。

　

ま
た
二
〇
一
〇
年
一
一
月
よ
り
、
前
田
を
中
心
に
研
究
員
の
鈴
木
江
津
子
、
萬
井
、
越
智
、
窪
田
に
よ
る
、
中
世
二

神
文
書
の
読
解
を
中
心
と
し
た
自
主
的
な
研
究
会
も
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
こ
で
は
予
章
記
、
忽
那
文
書
な
ど
中
世
の

二
神
家
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
史
料
も
併
せ
て
読
み
込
ん
だ
。
こ
の
研
究
会
の
成
果
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
に
刊
行
さ

れ
た
『
二
神
司
朗
家
文
書　

中
世
文
書
・
系
図
編
』
と
し
て
結
実
し
た
。

　

こ
の
間
、
数
年
の
調
査
の
成
果
を
得
て
研
究
成
果
を
ま
と
め
る
具
体
的
な
計
画
も
立
て
ら
れ
、
文
書
目
録
、
論
文

集
、
図
説
、
文
書
史
料
集
、
墓
石
関
係
報
告
集
、
和
船
関
係
報
告
集
な
ど
各
種
刊
行
物
を
順
次
公
刊
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
た
だ
、
図
説
に
つ
い
て
は
資
料
の
収
集
が
遅
れ
、
執
筆
者
の
取
り
組
み
の
準
備
も
整
わ
な
か
っ
た
た
め
先
延
ば
し

写真 13　現地での資料整理（2011 年）写真 14　二神家墓地調査（2012 年）
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す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
図
説
に
利
用
す
る
写
真
を
収
集
す
る
た
め
に
、
あ
る
お
宅
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、

家
の
奥
か
ら
お
菓
子
の
空
箱
に
入
っ
た
た
く
さ
ん
の
古
い
写
真
を
出
し
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
八
月
の
調

査
の
と
き
に
、
島
民
の
皆
様
へ
調
査
の
状
況
を
説
明
す
る
た
め
に
開
い
た
集
会
で
そ
の
古
い
写
真
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、

島
の
お
年
寄
り
が
少
年
・
少
女
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
写
真
15
）。
写
真
を
提
示
し

た
私
た
ち
調
査
員
は
、
論
文
集
や
史
料
集
を
刊
行
す
る
前
に
、
写
真
や
図
絵
資
料
を
使
っ
た
資
料
集
を
ま
と
め
て
、
島

の
人
た
ち
に
提
供
す
る
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
何
よ
り
も
、
現
在
わ
ず
か
九
〇
世
帯
ほ
ど
が
暮
ら
す
小

島
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
も
、
誰
も
が
カ
メ
ラ
を
持
ち
得
な
い
時
代
に
一
〇
軒
か
ら
提
供
さ
れ
た
写
真
が
優

に
二
万
点
を
越
え
る
と
い
う
事
実
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
で
生
ま
れ
た
の
が
、
本
研
究
所
に
と

っ
て
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
と
な
る
写
真
資
料
集
で
あ
っ
た
（
写
真
16
・
17
）。

　

続
い
て
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
四
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、
主
に
『
島
の
写
真
帖

vol.�

1　

二
神
島
写
真
資
料
集
』
に
収
録
す
る
写
真
の
提
供
者
宅
を
訪
ね
、
借
用
写
真
を
、
ま
た
、
二
〇
一
五
年
二
月
一

二
日
か
ら
一
四
日
ま
で
の
調
査
で
は
、
二
神
家
文
書
の
一
部
を
構
成
す
る
別
置
文
書
や
襖
下
張
り
文
書
な
ど
の
追
加
調

査
と
室
内
の
片
付
け
を
、
二
神
系
譜
研
究
会
の
方
々
と
一
緒
に
旧
二
神
司
朗
家
宅
で
行
っ
た
（
写
真
18
・
19
）。
同
時

に
、
写
真
資
料
集
『
島
の
写
真
帖
vol.�

1　

二
神
島
写
真
資
料
集
』
に
収
録
し
た
借
用
写
真
を
提
供
者
宅
に
返
却
す
る
と

と
も
に
、
次
号
に
載
せ
る
写
真
を
別
の
提
供
者
か
ら
借
用
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
度
は
、
七
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
の
日
程
で
、
完
成
し
た
『
島
の
写
真
帖
vol.�

1　

二
神
島
写
真
資
料

集
』（
二
〇
一
五
年
五
月
刊
）
を
写
真
提
供
者
宅
へ
謹
呈
す
る
た
め
二
神
島
を
訪
問
し
届
け
、
旧
豊
田
造
船
所
視
察
を
行

っ
た
（
写
真
20
・
21
）。
加
え
て
、
一
一
月
七
日
か
ら
八
日
ま
で
松
山
に
出
張
し
、
二
神
系
譜
研
究
会
創
立
一
五
周
年

記
念
行
事
に
出
席
し
た
。
二
〇
一
六
年
一
月
二
二
日
か
ら
二
四
日
ま
で
の
調
査
で
は
、
木
造
船
研
究
班
が
造
船
職
人
か

ら
の
聞
き
取
り
と
船
道
具
の
調
査
を
進
め
、
併
せ
て
、
文
書
班
が
『
島
の
写
真
帖
vol.�
3　

二
神
島
写
真
資
料
集
』
に
収

載
予
定
の
写
真
を
借
用
す
る
と
と
も
に
、
松
山
市
三
津
浜
の
清
水
写
真
館
の
店
主
よ
り
聞
き
書
き
を
行
っ
た
。

㉚
二
〇
〇
七
年
六
月
一
三
日　

二
神
家
文
書
研
究
会
開
始

二
神
家
文
書
の
近
世
文
書
を
解
読
す
る
目
的
で
発
足
し
た
隔
週
開
催
の
自
主
的
な
研
究
会
で
、
そ
の
後
の
共
同
研
究
「
瀬
戸

内
海
の
歴
史
民
俗
」
へ
連
な
る
出
発
点
と
な
っ
た
勉
強
会
で
あ
る
。
同
研
究
会
は
発
展
的
に
解
消
さ
れ
た
。

㉛
二
〇
〇
八
年
度
の
所
員
会
議
に
お
い
て
瀬
戸
内
海
の
共
同
研
究
の
実
施
に
つ
い
て
議
論

二
〇
〇
八
年
五
月
二
一
日
所
員
会
議
に
お
い
て
、
共
同
研
究
「
瀬
戸
内
海
の
総
合
的
研
究
」
を
進
め
て
い
く
方
向
性
が
提
案

さ
れ
た
。
ま
た
、
七
月
一
六
日
の
所
員
会
議
に
お
い
て
は
予
備
調
査
日
程
な
ど
が
提
示
さ
れ
た
。

写真 15　現地説明会（2011 年）
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㉜
二
〇
〇
八
年
七
月
二
八
日　

常
民
研
研
究
会
で
こ
れ
ま
で
の
二
神
島
の
研
究
に
つ
い
て
報
告

共
同
研
究
「
瀬
戸
内
海
の
歴
史
民
俗
」
の
一
環
と
し
て
、
本
研
究
所
に
お
い
て
二
神
島
関
係
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
歴

史
事
象
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

㉝
二
〇
〇
八
年
九
月
七
日
～
九
日　

二
神
島
の
現
地
調
査
を
実
施

二
神
島
内
、
中
島
大
浦
周
辺
巡
検
﹇
佐
野
賢
治
・
田
上
・
田
島
・
福
田
・
越
智
・
窪
田
﹈

㉞
二
〇
〇
九
年
一
月
六
日
、
臨
時
所
員
会
議
に
お
い
て
、
共
同
研
究
に
つ
い
て
再
び
議
論
が
な
さ
れ
る

神
奈
川
大
学
箱
根
保
養
所
で
行
わ
れ
た
臨
時
所
員
会
議
に
お
い
て
、
改
め
て
二
神
島
を
中
心
と
し
た
瀬
戸
内
海
地
域
の
歴
史

と
民
俗
の
共
同
研
究
を
行
う
こ
と
を
決
定
。「
瀬
戸
内
海
の
歴
史
民
俗
」
を
正
式
名
称
と
す
る
こ
と
と
な
る
。

㉟
二
〇
〇
九
年
九
月
一
日
～
四
日　

二
神
島
の
現
地
予
備
調
査
を
実
施

二
神
島
・
中
島
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
文
書
調
査
に
加
え
て
佐
野
・
福
田
な
ど
民
俗
班
の
参
加
に
よ
り
、
共
同
研
究
が
学
際

的
な
性
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。﹇
佐
野
・
田
上
・
津
田
・
中
村
政
則
・
福
田
・
森
武
麿
﹈

㊱
二
〇
一
〇
年
九
月
三
日
～
八
日　

二
神
島
の
現
地
調
査
を
実
施

歴
史
学
、
民
俗
学
、
建
築
史
学
を
専
門
と
す
る
所
員
と
院
生
・
学
部
生
な
ど
総
勢
二
〇
名
で
二
神
島
の
調
査
を
行
っ
た
。﹇
佐

野
・
小
熊
誠
・
田
上
・
津
田
・
前
田
禎
彦
・
森
・
安
室
知
・
関
口
・
石
野
律
子
・
窪
田
・
萬
井
良
大
﹈

㊲
二
〇
一
〇
年
一
一
月　

中
世
二
神
家
文
書
研
究
会
開
始

中
世
二
神
家
文
書
を
読
解
す
る
自
主
的
な
研
究
会
が
開
始
さ
れ
る
。

㊳
二
〇
一
〇
年
九
月
四
日　

関
口
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
忽
那
諸
島
の
歴
史
を
探
る
」
で
講
演

松
山
市
中
島
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
口
が
講
演
し
た
（『
海
の
民　

ふ
た
が
み
』　

第
一
三

号
、
二
〇
一
〇
年
）。

㊴
二
〇
一
〇
年
九
月
五
日　

田
上
が
「
二
神
文
書
目
録
と
二
神
氏
関
係
系
譜
史
料
の
紹
介
」
を
報
告

二
神
集
会
所
で
開
催
さ
れ
た
二
神
系
譜
研
究
会
で
田
上
が
報
告
し
た
（『
海
の
民　

ふ
た
が
み
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

㊵
二
〇
一
一
年
八
月
二
九
日
～
九
月
一
日　

二
神
島
の
現
地
調
査
を
実
施

文
書
班
と
民
俗
班
に
よ
る
文
書
調
査
と
墓
地
お
よ
び
民
俗
調
査
を
行
っ
た
。﹇
佐
野
・
田
上
・
前
田
・
関
口
・
大
野
一
郎
・
金

泰
順
・
古
谷
野
洋
子
・
萬
井
・
越
智
・
窪
田
・
院
生
﹈

㊶
二
〇
一
二
年
三
月
一
二
日
～
一
五
日　

国
際
学
術
共
同
研
究
調
査
お
よ
び
現
地
調
査
を
実
施

韓
国
木
浦
大
学
校
か
ら
姜
鳳
龍
島
嶼
文
化
研
究
員
院
長
、
洪
善
基
同
教
授
、
上
海
海
洋
大
学
か
ら
韓
興
勇
経
済
管
理
学
院
教

授
が
参
加
し
、
国
際
的
な
共
同
調
査
と
な
っ
た
。﹇
佐
野
・
田
上
・
石
野
・
関
口
・
金
・
古
谷
野
・
萬
井
・
越
智
・
窪
田
・
院

生
﹈

㊷
二
〇
一
二
年
九
月
四
日
～
七
日　

二
神
島
の
現
地
調
査
を
実
施

文
書
班
に
よ
る
二
神
漁
業
協
同
組
合
文
書
、
青
年
団
関
係
資
料
の
撮
影
お
よ
び
民
俗
班
に
よ
る
墓
地
、
葬
送
民
俗
の
調
査
を

行
っ
た
。﹇
佐
野
・
田
上
・
津
田
・
田
島
・
金
・
萬
井
・
越
智
・
窪
田
・
院
生
﹈

㊸
二
〇
一
三
年
三
月
二
二
日
～
二
五
日　

二
神
島
の
現
地
調
査
を
実
施

文
書
班
に
よ
る
二
神
漁
業
協
同
組
合
文
書
、
青
年
団
関
係
資
料
の
撮
影
お
よ
び
民
俗
班
に
よ
る
墓
地
、
葬
送
民
俗
の
調
査
を

行
っ
た
。﹇
田
上
・
小
熊
・
萬
井
・
金
・
古
谷
野
・
窪
田
・
院
生
﹈

㊹
二
〇
一
三
年
九
月
一
五
日
～
一
七
日　

二
神
島
の
現
地
調
査
を
実
施

写真 16　写真資料の借用（2012 年）写真 17　写真資料の整理（2012 年）
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文
書
班
に
よ
る
二
神
漁
業
協
同
組
合
文
書
、
青
年
団
関
係
資
料
の
調
査
と
民
俗
班
に
よ
る
墓
地
、
葬
送
民
俗
の
調
査
を
行
っ

た
。﹇
佐
野
・
田
上
・
田
島
・
萬
井
・
金
・
古
谷
野
・
越
智
・
院
生
﹈

㊺
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
五
日
～
二
八
日　

二
神
島
の
現
地
調
査
を
実
施

墓
石
班
に
よ
る
二
神
島
の
墓
地
と
葬
送
民
俗
の
調
査
を
実
施
し
た
。﹇
佐
野
・
萬
井
・
古
谷
野
・
院
生
﹈

㊻
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
四
日
～
二
五
日　

二
神
家
文
書
補
充
調
査
と
写
真
資
料
集
の
写
真
借
用

文
書
班
に
よ
る
二
神
漁
業
協
同
組
合
文
書
、
青
年
団
関
係
資
料
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、『
島
の
写
真
帖
vol. 

1　

二
神
島
写

真
資
料
集
』
に
収
録
し
た
写
真
を
所
蔵
提
供
者
宅
へ
返
却
す
る
。﹇
田
上
・
窪
田
・
院
生
﹈

㊼
二
〇
一
五
年
二
月
一
二
日
～
一
四
日　

二
神
家
襖
下
張
り
文
書
の
整
理
と
写
真
資
料
集
の
写
真
借
用

文
書
班
と
二
神
系
譜
研
究
会
有
志
に
よ
り
二
神
家
に
残
る
文
書
（
襖
下
張
り
文
書
と
文
書
追
加
分
）
を
確
認
、
整
理
す
る
。

ま
た
、『
島
の
写
真
帖
vol. 

2　

二
神
島
写
真
資
料
集
』
に
収
録
予
定
の
写
真
を
提
供
者
宅
か
ら
借
用
し
た
。﹇
田
上
・
窪
田
・

院
生
﹈

㊽
二
〇
一
五
年
七
月
三
日
～
五
日　
『
写
真
資
料
集
』
一
巻
目
を
収
録
写
真
提
供
者
宅
へ
謹
呈

『
島
の
写
真
帖
vol. 

1　

二
神
島
写
真
資
料
集
』（
二
〇
一
五
年
五
月
刊
）
の
借
用
写
真
を
写
真
提
供
者
宅
に
届
け
た
。
併
せ

て
、
旧
豊
田
造
船
所
視
察
も
実
施
し
た
。﹇
田
上
・
昆
政
明
・
窪
田
﹈

㊾
二
〇
一
五
年
一
一
月
七
日
～
八
日　

二
神
系
譜
研
究
会
創
立
一
五
周
年
記
念
行
事
に
出
席

松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
二
神
系
譜
研
究
会
創
立
一
五
周
年
記
念
行
事
に
招
か
れ
出
席
し
た
。﹇
前
田
・
鈴
木
・
萬
井
・
越
智
・

窪
田
﹈

㊿
二
〇
一
六
年
一
月
二
二
日
～
二
四
日　

二
神
島
・
中
島
等
の
現
地
調
査
を
実
施

文
書
班
に
よ
る
借
用
写
真
の
整
理
と
木
造
船
研
究
班
に
よ
る
旧
豊
田
造
船
所
資
料
調
査
を
実
施
し
た
。
清
水
写
真
館
（
三
津

浜
）
店
主
か
ら
の
聞
き
書
き
調
査
を
行
っ
た
。﹇
田
上
・
昆
・
石
野
・
窪
田
・
院
生
﹈

�
二
〇
一
六
年
三
月
二
六
日
～
二
八
日　

二
神
島
・
中
島
等
の
現
地
調
査
を
実
施

二
神
島
の
旧
豊
田
造
船
所
に
関
す
る
資
料
、
道
具
類
の
調
査
を
進
め
た
。﹇
石
野
・
萬
井
﹈

�
二
〇
一
六
年
三
月
三
〇
日
～
三
一
日　

二
神
島
等
の
現
地
調
査
を
実
施

借
用
資
料
の
返
却
お
よ
び
新
刊
行
物
寄
贈
の
た
め
二
神
島
訪
問
、
併
せ
て
二
神
系
譜
研
究
会
と
の
打
合
せ
を
行
っ
た
。﹇
田

上
・
前
田
・
鈴
木
・
萬
井
・
窪
田
﹈

〔
5
〕
日
本
常
民
文
化
研
究
所
関
係
者
に
よ
る
調
査
・
研
究
の
成
果

1
．
調
査
報
告
・
研
究
報
告
（
二
〇
一
五
年
以
前
）

⑴
河
岡
武
春
・
網
野
善
彦
『
共
同
漁
業
権
へ
の
依
存
度
に
関
す
る
調
査
』（
一
九
五
六
年
。
写
真
22
）

⑵ 

網
野
善
彦
「
史
料
紹
介　

伊
予
国
二
神
島
を
め
ぐ
っ
て
―
二
神
氏
と
「
二
神
文
書
」」（『
歴
史
と
民
俗
』
一
、
一
九

八
六
年
）

写真 18　調査対象となった襖
（2014 年）

写真 19　襖下張り文書（2014 年）
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⑶ 

西　

和
夫
「
二
神
島
の
集
落
と
民
家
―
集
落
の
空
間
構
成
、
民
家
の
特
色
と
家
に
祀
る
神
々
の
こ
と
な
ど
」（『
歴

史
と
民
俗
』
二
、
一
九
八
七
年
）

⑷
網
野
善
彦
「
二
神
島
の
調
査
に
つ
い
て
」（『
歴
史
と
民
俗
』
一
三
、
一
九
九
六
年
）

⑸
関
口
博
巨
「
二
神
家
文
書
の
概
要
調
査
と
整
理
」（『
歴
史
と
民
俗
』
一
三
、
一
九
九
六
年
）

⑹
白
水　

智
「
二
神
家
伝
来
の
古
銭
に
つ
い
て
」（『
歴
史
と
民
俗
』
一
三
、
一
九
九
六
年
）

⑺
白
水　

智
「
二
神
島
安
養
寺
所
蔵　

大
般
若
経
の
奥
書
に
つ
い
て
」（『
歴
史
と
民
俗
』
一
三
、
一
九
九
六
年
）

⑻ 

西　

和
夫
「
二
神
島
と
由
利
島
の
建
築
―
一
九
九
五
年
度
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
」（『
歴
史
と
民
俗
』
一
三
、
一

九
九
六
年
）

⑼ 

永
井
久
美
男
「
近
世
銭
貨
の
流
通
―
二
神
家
伝
来
古
銭
の
調
査
を
中
心
と
し
て
」（『
歴
史
と
民
俗
』
一
四
、
一
九

九
七
年
）

⑽ 

網
野
善
彦
「
海
の
領
主
―
二
神
家
と
二
神
島
」（『
中
央
公
論
』
一
〇
月
号
、
一
九
九
八
年
。
の
ち
、『
古
文
書
返
却
の

旅
―
戦
後
史
学
史
の
一
齣
』
中
央
公
論
新
書
、
一
九
九
九
年
に
所
収
）

⑾ 

ビ
デ
オ
「
二
神
島
」（
全
三
巻
）
第
一
巻
「
海
で
結
ば
れ
た
世
界
」
瀬
戸
内
海
二
神
島
―
新
し
い
歴
史
の
見
方　

第
二
巻
「
海
の
民
の
歴
史
」
二
神
家
の
歴
史
を
通
し
て
―
文
書
と
物
か
ら
歴
史
を
読
み
解
く　

第
三
巻
「
発
掘
調

査
の
実
際
」
二
神
家
墓
地
遺
跡
発
掘
現
場
か
ら
―
学
術
的
調
査
発
掘
の
手
引
き
（
監
修
：
神
奈
川
大
学
常
民
文
化
研

究
所
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。
写
真
23
）

⑿
田
代
郁
夫
・
若
松
美
智
子
「
二
神
家
墓
地
調
査
中
間
報
告
」（『
歴
史
と
民
俗
』
一
八
、
二
〇
〇
二
年
）

⒀ 

網
野
善
彦
特
別
寄
稿
「
二
神
島
と
日
本
常
民
文
化
研
究
所
」、
津
田
良
樹
「
二
神
島
に
現
存
す
る
民
家
と
文
献
資

料
と
を
総
合
す
れ
ば
」（『
海
の
民　

ふ
た
が
み
』
第
九
号
、
二
〇
〇
六
年
）

⒁ 

萬
井
良
大　

特
別
寄
稿
「
二
神
家
に
お
け
る
系
図
の
変
遷
と
系
譜
意
識
」（『
海
の
民　

ふ
た
が
み
』
第
一
五
号
、
二

〇
一
三
年
）

2
．
調
査
報
告
・
研
究
報
告
（
二
〇
一
五
年
度
以
降
）

⑴ 

論
文
集
『
論
集
「
瀬
戸
内
海
の
歴
史
民
俗
」』（
田
上
繁
・
関
口
博
巨
・
萬
井
良
大
・
森
武
麿
・
鈴
木
江
津
子
・
河
野

通
明
・
安
室
知
・
古
谷
野
洋
子
、
二
〇
一
六
年
）

⑵ 

報
告
集
『
二
神
島　

葬
送
と
墓
の
民
俗
』（
佐
野
賢
治
監
修
・
金
泰
順
・
古
谷
野
洋
子
・
豊
田
渉
・
中
村
慧
・
萬
井
良

大
、
二
〇
一
六
年
度
刊
行
予
定
）

写真 20　旧豊田造船所内部
（2015 年）

写真 21　旧豊田造船所視察（2015 年）



278

⑶
報
告
集
『
二
神
島
の
木
造
船
調
査
報
告
』（
昆
政
明
・
石
野
律
子
、
二
〇
一
七
年
度
刊
行
予
定
）

3
．
文
書
史
料
集

⑴ 

『
二
神
司
朗
家
文
書　

中
世
文
書
・
系
図
編
』（
前
田
禎
彦
監
修
・
越
智
信
也
・
窪
田
涼
子
・
鈴
木
江
津
子
・
萬
井
良

大
、
二
〇
一
六
年
三
月
。
写
真
24
）

⑵ 

『
二
神
司
朗
家
文
書　

近
世
文
書
（
一
）』（
田
上
繁
・
関
口
博
巨
・
古
文
書
講
読
講
座
受
講
者
、
二
〇
一
七
年
度
刊
行

予
定
）

⑶ 

『
二
神
司
朗
家
文
書　

近
世
文
書
（
二
）』（
田
上
繁
・
関
口
博
巨
・
古
文
書
講
読
講
座
受
講
者
、
二
〇
一
七
年
度
刊
行

予
定
）

4
．
写
真
資
料
集

⑴
『
島
の
写
真
帖
vol. 

1　

二
神
島
写
真
資
料
集
』（
田
上
繁
、
二
〇
一
五
年
五
月
。
写
真
25
）

⑵
『
島
の
写
真
帖
vol. 

2　

二
神
島
写
真
資
料
集
』（
田
上
繁
、
二
〇
一
六
年
二
月
。
写
真
26
）

⑶
『
島
の
写
真
帖
vol. 

3　

二
神
島
写
真
資
料
集
』（
田
上
繁
、
二
〇
一
六
年
度
刊
行
予
定
）

⑷
『
島
の
写
真
帖
vol. 

4　

二
神
島
写
真
資
料
集
』（
田
上
繁
、
二
〇
一
七
年
度
刊
行
予
定
）

5
．
文
書
目
録

⑴
『
二
神
司
朗
家
文
書
目
録
（
一
）
中
世
・
近
世
編
』（
二
〇
一
二
年
八
月
。
写
真
27
）

⑵
『
二
神
司
朗
家
文
書
目
録
（
二
）
近
代
・
現
代
編
1
』（
二
〇
一
三
年
三
月
）

⑶
『
二
神
司
朗
家
文
書
目
録
（
三
）
近
代
・
現
代
編
2
』（
二
〇
一
六
年
三
月
）

⑷
『
二
神
司
朗
家
文
書
目
録
（
四
）
近
代
・
現
代
編
3
』（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）

6
．
調
査
対
象
の
史
料
と
整
理
・
保
存

⑴
二
神
司
朗
家
文
書

（
ア
）　

中
世
文
書　

巻
子
四
巻

（
イ
）　

系
図　

巻
子
三
巻

以
上
は
『
二
神
司
朗
家
文
書　

中
世
文
書
・
系
図
編
』
と
し
て
翻
刻
、
刊
行

写真 22　『共同漁業権への依存度に
関する研究』

写真 23　ビデオ「二神島」写真 24　『二神司朗家文書　中世文
書・系図編
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（
ウ
）　

近
世
文
書

・
第
一
次
（
一
九
五
四
年
）
採
訪
分　

約
三
四
五
点

・
第
二
次
（
一
九
九
五
年
）
採
訪
分　

七
〇
四
六
点

以
上
を
『
二
神
司
朗
家
文
書
目
録
（
一
）
〜
（
四
）』
と
し
て
目
録
化

⑵
二
神
島
漁
業
協
同
組
合
文
書

（
ア
）　

豊
田
渉
氏
保
管

（
イ
）　

杉
山
邦
子
氏
保
管

⑶
青
年
団
関
係
文
書
（
豊
田
渉
氏
保
管
）

　

上
述
し
た
一
連
の
内
容
が
、
二
神
島
と
二
神
家
に
関
す
る
本
研
究
所
の
調
査
・
研
究
の
歩
み
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年

に
宮
本
常
一
が
研
究
員
と
し
て
は
じ
め
て
二
神
島
を
訪
ね
て
以
来
、
す
で
に
六
十
五
年
も
の
長
い
歳
月
が
流
れ
て
い

る
。
財
団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
時
代
に
発
生
し
た
「
二
神
文
書
」
の
一
部
の
未
返
却
と
い
う
事
態
が
契
機
と
な

っ
て
始
め
ら
れ
た
調
査
・
研
究
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
研
究
は
何
度
か
の
中
断
を
は
さ
み
な
が
ら
も
継
続
さ
れ
、

「
二
神
文
書
」
に
つ
い
て
も
、
本
研
究
所
に
譲
渡
す
る
と
い
う
二
神
司
朗
氏
の
英
断
に
よ
り
、
二
神
家
系
図
一
点
（
二

神
司
朗
氏
の
申
し
出
に
よ
る
返
却
）
を
除
い
た
す
べ
て
の
文
書
が
本
研
究
所
で
安
全
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
私
た
ち
の
調
査
・
研
究
に
甚
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
二
神
司
朗
氏
は
一
九
九
九
年
に
、
ま

た
、
そ
の
司
朗
氏
と
親
交
を
持
ち
、「
二
神
文
書
」
に
最
も
深
く
関
わ
ら
れ
た
網
野
善
彦
氏
も
二
〇
〇
四
年
に
、
す
で

に
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
い
る
。
二
神
島
の
民
家
調
査
を
主
導
さ
れ
た
西
和
夫
氏
、
墓
石
発
掘
調
査
で
陣
頭
指
揮
を
執
ら
れ

た
鶴
見
大
学
大
三
輪
龍
彦
氏
、
現
地
調
査
に
参
加
さ
れ
た
所
員
の
中
村
政
則
氏
に
も
も
う
お
会
い
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
河
岡
武
春
氏
は
神
奈
川
大
学
に
赴
任
さ
れ
て
間
も
な
く
逝
去
さ
れ
、
長
く
所
長
の
任
に
あ
っ
た
山
口
徹
氏
も
二
〇

一
六
年
一
月
に
永
眠
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
偉
大
な
先
輩
諸
氏
を
失
う
こ
と
は
非
常
に
辛
い
こ
と
で
あ
る
が
、
二
神
島

と
い
う
小
さ
な
島
で
一
緒
に
寝
起
き
し
、
調
査
・
研
究
が
で
き
た
こ
と
が
い
か
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
今
更
な
が
ら
気
付

か
さ
れ
る
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

　

し
か
し
、
先
輩
諸
氏
が
最
も
危
惧
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
二
神
島
と
二
神
家
を
中
心
と
し
た
調
査
の
成
果
が
ど
の
よ

う
な
形
で
ま
と
め
ら
れ
、
発
信
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ご
心
配
を
少
し
で
も
拭
う

た
め
に
、
本
論
文
集
の
刊
行
を
皮
切
り
に
、
歴
史
民
俗
に
関
す
る
研
究
成
果
を
順
次
公
刊
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
本
年
度
と
来
年
度
に
大
方
の
刊
行
物
を
発
行
し
終
え
、
こ
れ
ま
で
の
共
同
研
究
に
一
応
の
区
切
り
を
つ
け
る
予
定

写真 25　『島の写真帖』vol.1写真 26　『島の写真帖』vol.2

写真 27　『二神司朗家文書目録
（一）中世・近世編』
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写真 28　二神港（2012 年）

で
あ
る
。
た
だ
、
中
世
の
「
海
の
領
主
」
で
あ
る
二
神
氏
に
つ
い
て
は
、
島
だ
け
で
は
な
く
陸
地
側
の
宅
並
地
区
で
の

動
向
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
違
っ
た
切
り
口
か
ら
の
分
析
が
要
請
さ
れ

る
か
も
知
れ
な
い
。

　

戦
後
間
も
な
い
一
九
五
〇
年
代
か
ら
着
手
し
た
二
神
島
の
調
査
・
研
究
活
動
は
、
財
団
常
民
研
時
代
、
な
ら
び
に
神

大
常
民
研
時
代
を
通
し
て
六
十
年
余
も
の
長
き
に
わ
た
る
。
瀬
戸
内
海
の
小
島
二
神
島
と
い
う
特
定
の
場
所
を
対
象

と
し
て
、
ほ
ぼ
継
続
的
に
こ
の
よ
う
な
長
期
の
調
査
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
全
国
的
に
も
希
有
な
事
例
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
こ
れ
ま
で
も
研
究
の
成
果
は
公
表
し
て
き
た
が
、
集
大
成
と
し
て
本
年
度
か
ら
論
文
集
や
各
種
報
告
書
、
文
書

目
録
や
史
料
集
な
ど
を
順
次
公
刊
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
、
島
民
の
皆
様
を
始
め
、
資
料
所
蔵
者
、
二
神
系
譜

研
究
会
、
旧
中
島
町
、
松
山
市
な
ど
ご
当
地
の
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お
陰
と
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。
ま
た
、
調
査
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
た
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
を
始
め
と
す
る
多
数
の
大
学
院
生
や
学
部
生
に

対
し
て
も
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。


